














   





～全８回のプログラムを終えて～ 

はじめに、本事業を支えてくださったすべて

の皆さまに心より感謝申し上げます。 

保護者の皆様、日曜日の午前中という貴重な

時間に、JACOT コオーディネーション道場®

にご参加いただき誠にありがとうございました。プログラムに取り組む子どもたちにとって、

たっぷりと汗をかき、笑顔で仲間と一緒に運動することは、まさに「生きること」そのものを

感じる時間だったのではないでしょうか。好奇心のかたまりのような子どもたちは、言葉を発

しなくても、一人一人の動きで「私はここにいるよ」「僕だってここさ」と全身で伝えてくれま

した。眩しいくらい輝いている瞳から、身体の内側から湧き出てきている意欲を感じて、私は

自然と笑みがこぼれて、心が温かくなりました。子どもたちは夢中でプログラムに向き合い、

仲間と力を合わせながら挑戦して、共に新しい課題を達成する喜びを体感していたのではない

でしょうか。動きを教え込まれるのではなく、自ら行動し、自分自身を探求するかのように、

仲間と共に嬉々として体を動かしている姿を見ていると、未来の凛々しくも優しい若者の姿が

目に浮かんできました。 

これから先、どんなことに出会っても、何が問題なのかに自分の力で気づき、前向きにその

問題に立ち向かい、解決の糸口を探す。互いに心や力を合わせて、最適解を導き出し、共に喜

びあうことができる人であってほしいと願います。そのような「生き抜く力」を荒木理事長の

コオーディネーショントレーニング（Co-ordination Training）を通して身につけていける場

を、我々大人たちが新たに共創（Co-creation）していかなければいけないと考えています。 

正解がない社会で、変化が激しい VUCA 時代にこそ、「できる・できない」から解放され、

「できる楽しさ」から始めるのではなく、「動く喜び」と「人と関わる喜び」を味わいながら、

「できなくても楽しい」と今の自分を受け入れ、認められる関わりが大切だと強く思います。 

このような素晴らしい機会を JACOT に与えて下さった公益財団法人長岡市スポーツ協会に

心から感謝申し上げます。私たち JACOT は、荒木理事長のもと全国で様々な取組を行ってい

ます。熱い想いを持ったライセンス会員と共に、真摯に学び続け、よりよい実践法を目指し、

日々努力してまいります。どうぞ末永く見守り頂きまして、尚一層のご支援ご協力のほどお願

い申し上げます。 

日本コオーディネーショントレーニング協会 

JACOT 副理事長・事務局長 菅野 映 

 


